
整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（秋田県　令和２年度）
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25～30
週齢の
平均産
卵率
=5,793
個
/10,367
羽

25～30
週齢の
平均産
卵率
=5,853
個
/10,290
羽

25～30
週齢の
平均産
卵率
=6,747
個
/11,406
羽

25～30
週齢の
平均産
卵率
=6,631
個
/11,389
羽

25～30
週齢の
平均産
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=6,402
個
/10,808
羽

100.0%
総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の４の（２）のアのただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

別紙様式２号
都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

事業実施後の状況① 事業実施後の状況② 負担区分（円）

都道府県
平均達成率

○施設整備により産卵率は向上しており、生産コストの低減目標についても達成している。
○一方で、生産者の減少により受益農家は減少している現状にある中で、担い手への集約化について目標に向け、引き続き関係機関と連携し、指導していく。
○素雛生産者からの種鶏供給要望に対応し、コロナ禍及びアフターコロナにおいても安定供給できる体制づくりを目指す。
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事業実施主体の
評価

都道府県の評価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
27年）

１年後
（平成
28年）

２年後
（平成
29年）

３年後
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（令和
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作物・
畜種等
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１年後
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２年後
（平成
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３年後
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４年後
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元年）

５年後
（令和
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（工種、
施設区
分、構
造、規

格、能力
等）

大仙
市

秋田県

家畜改
良増殖
（肉用
鶏）

ロード種
種鶏の産
卵率につ
いて
現在の
55.4％か
ら58.0％
に向上さ
せる

ロード種
種鶏の産
卵率が
55.4%か
ら59.2%
に向上し
た。

家畜改
良増殖
（肉用
鶏）

比内地
鶏100羽
当たり
の生産
コスト
（飼料
費）に
ついて
現在の
96,120
円から
86,608
円に削
減する

比内地鶏
100羽当
たりの生
産コスト
（飼料
費）につ
いて
96,120円
から
86,364円
に削減し
た。

種鶏舎1
棟
木造平屋 
463.7㎡

ふ卵舎1
棟
木造平屋 
338.27㎡

190,658,880 95,329,000 95,329,880 0 0 H28.12.9

成果目標であ
る、ロード種鶏
の産卵率及び比
内地鶏の生産コ
スト削減を達成
し、種鶏供給能
力が従来の17千
羽から22千羽と
なった。
このため、今
後、生産現場か
らの要望が増加
した場合にも、
適切に対応でき
る体制が強化さ
れた。

施設の整備によ
り種鶏の飼養環
境が向上し、
ロード種種鶏の
産卵率が59.2％
と目標を上回っ
た。また、100
羽当たりの生産
コスト（飼料
費）についても
低減が図れてい
ることから、成
果目標を達成し
ている。
今後も県内の種
鶏供給に対する
要望に、適切な
対応が可能とな
ると見込まれ
る。


